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(57)【要約】
【課題】工期が短く、工程が少なく作業効率が向上し、 
コンクリート構造物の強度や耐久性を維持でき、経済性 
にも優れたコンクリート構造物の残存目地型枠及び前記 
残存目地型枠を用いたコンクリート構造物の施工方法を 
提供する。
【解決手段】  コンクリート構造物の長手方向を横断し 
て埋設される残存目地型枠１は、目地板５と、目地板５ 
の縦方向に配設された複数のフレーム３とを備える。フ 
レーム３は、複数の貫通孔３１１を有する板状の固定部 
３１と、固定部３１の両端を同方向に屈曲させる脚部３ 
３と、を備える。脚部３３は複数の透孔を備える。脚部 
３３の長手方向の端部３３３と目地板５とは当接してい 
る。目地板５とフレーム３とは、固定部３１の貫通孔３ 
３１と目地板５とを貫通する固定手段７により固定され 
ている。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　5　　ＯＬ　（全15頁）



10

20

30

40

50

JP 2022-51593 A 2022.4.1(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 し て 埋 設 さ れ る 残 存 目 地 型 枠 で あ っ て 、
前 記 残 存 目 地 型 枠 は 、 目 地 板 と 、 前 記 目 地 板 の 縦 方 向 に 配 設 さ れ た 複 数 の フ レ ー ム と を 備  
え 、
前 記 フ レ ー ム は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 す る 板 状 の 固 定 部 と 、 前 記 固 定 部 の 両 端 を 同 方 向 に 屈  
曲 さ せ る 脚 部 と 、 を 備 え 、
前 記 脚 部 は 複 数 の 透 孔 を 備 え 、
前 記 脚 部 の 長 手 方 向 の 端 部 と 前 記 目 地 板 と は 当 接 し 、
前 記 目 地 板 と 前 記 フ レ ー ム と は 、 前 記 固 定 部 の 貫 通 孔 と 前 記 目 地 板 と を 貫 通 す る 固 定 手 段  
に よ り 固 定 さ れ て い る
残 存 目 地 型 枠
【 請 求 項 ２ 】
前 記 脚 部 に お け る 透 孔 の 内 径 は １ ３ ｍ ｍ 以 上 ４ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る
請 求 項 １ に 記 載 の 残 存 目 地 型 枠 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 脚 部 に お け る 隣 り 合 う 透 孔 の 間 隔 は ３ ２ ｍ ｍ 以 上 ７ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 残 存 目 地 型 枠 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 フ レ ー ム は 、 前 記 フ レ ー ム の 外 方 か ら 嵌 合 す る 連 結 プ レ ー ト に よ り 長 手 方 向 に 連 結 さ  
れ 、
前 記 フ レ ー ム の 固 定 部 に お け る 複 数 の 貫 通 孔 は 、 １ 個 お き に バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 で  
あ り 、
前 記 連 結 プ レ ー ト は 、 前 記 フ レ ー ム の 固 定 部 と 当 接 す る 部 分 に 複 数 の 貫 通 孔 を 備 え 、
前 記 連 結 プ レ ー ト の 貫 通 孔 と 前 記 フ レ ー ム の バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 と は 、 タ ッ ピ ン グ  
ビ ス で 固 定 さ れ て い る
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か 1 項 に 記 載 の 残 存 目 地 型 枠 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の 残 存 目 地 型 枠 を 用 い る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 で あ っ て  
、
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 完 成 予 定 位 置 の 長 手 方 向 に 型 枠 を 設 置 す る 型 枠 設 置 工 程 と 、
前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 用 い る 前 記 残 存 目 地 型 枠 を 組 み 立 て る 残 存 目 地 型 枠 組 立 工 程 と  
、
前 記 型 枠 の 内 方 で あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 す る 所 望 の 位 置 に 、 前 記  
残 存 目 地 型 枠 を 配 設 し て 固 定 す る 残 存 目 地 型 枠 設 置 工 程 と 、
前 記 型 枠 と 前 記 残 存 目 地 型 枠 の フ レ ー ム 側 と で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 打  
設 し た コ ン ク リ ー ト を 前 記 フ レ ー ム の 内 方 と 前 記 目 地 板 と の 間 に 充 填 さ せ る 第 一 コ ン ク リ  
ー ト 打 設 工 程 と 、
前 記 型 枠 と 前 記 残 存 目 地 型 枠 の 目 地 板 側 と で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 第 二  
コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 と 、
を 備 え る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 、 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 擁 壁 や 砂 防 ダ ム 等 を 施 工 す る 際 に  
用 い 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 埋 設 さ れ る 残 存 目 地 型 枠 及 び 前 記 残 存 目 地 型 枠 を 用 い た コ ン  
ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 形 成 さ れ る 擁 壁 や 砂 防 ダ ム 等 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 は 、 コ ン ク リ  
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ー ト の 伸 縮 に よ り 生 じ る ひ び 割 れ を 防 止 す る た め に 目 地 材 を 埋 設 す る 。 コ ン ク リ ー ト 擁 壁  
に 目 地 材 を 埋 設 す る た め に は 、 目 地 材 を 設 け る 単 位 ブ ロ ッ ク 毎 に 型 枠 を 組 ん で コ ン ク リ ー  
ト を 打 設 し 、 こ の 打 設 コ ン ク リ ー ト が 硬 化 し た 後 に 型 枠 を 外 し 、 硬 化 し た コ ン ク リ ー ト の  
長 手 方 向 を 横 断 す る 面 に 目 地 材 を 配 置 し 、 改 め て 次 の コ ン ク リ ー ト を 打 設 し な く て は な ら  
な い 。 目 地 材 の 両 側 の 範 囲 の コ ン ク リ ー ト が 硬 化 す る ま で の 時 間 が か か る 上 、 目 地 材 を 配  
置 す る 箇 所 の 型 枠 を 外 さ な く て は な ら な い 等 、 工 期 が 長 く な り 、 工 程 も 煩 雑 に な る と い う  
問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ の 目 地 材 付 き 部 材 は 、 板 状 の 基 部 に 目 地 材 を 固 定 し た 目 地 材 付 き 部 材 を コ ン ク  
リ ー ト 構 造 物 内 に そ の ま ま 残 存 さ せ る こ と が で き る が 、 基 部 に コ ン ク リ ー ト や 鉄 鋼 を 用 い  
る 場 合 、 基 部 を 所 望 の 大 き さ に 切 断 し た り 、 目 地 板 と 基 部 と を 固 定 し た り す る 時 間 を 要 し  
、 工 期 が 長 く な り 、 工 程 が 煩 雑 に な る な ど 作 業 効 率 が 悪 い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 文 献 １ の 目 地 材 付 き 部 材 は 、 基 部 に セ ラ ミ ッ ク ス や 各 種 樹 脂 を 使 用 す る 場 合 、 コ ン  
ク リ ー ト 構 造 物 内 に セ ラ ミ ッ ク ス や 各 種 樹 脂 が 残 存 す る 点 に お い て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物  
の 強 度 や 耐 久 性 に 問 題 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 特 許 文 献 １ の 目 地 材 付 き 部 材 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 等 の 基 部 を 用 い る こ と か ら コ ス  
ト が か か る と い う 問 題 点 も あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ７ ２ ４ １ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 工 期 が 短 く 、 工 程 が 少 な く 作 業 効 率 が 向 上 し 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 強 度 や 耐  
久 性 を 維 持 で き 、 経 済 性 に も 優 れ た コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 残 存 目 地 型 枠 及 び 前 記 残 存 目 地  
型 枠 を 用 い た コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 は 次 の 内 容 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 し て 埋 設 さ れ る 残 存 目 地 型 枠 で あ っ て 、
前 記 残 存 目 地 型 枠 は 、 目 地 板 と 、 前 記 目 地 板 の 縦 方 向 に 配 設 さ れ た 複 数 の フ レ ー ム と を 備  
え 、
前 記 フ レ ー ム は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 す る 板 状 の 固 定 部 と 、 前 記 固 定 部 の 両 端 を 同 方 向 に 屈  
曲 さ せ る 脚 部 と 、 を 備 え 、
前 記 脚 部 は 複 数 の 透 孔 を 備 え 、
前 記 脚 部 の 長 手 方 向 の 端 部 と 前 記 目 地 板 と は 当 接 し 、
前 記 目 地 板 と 前 記 フ レ ー ム と は 、 前 記 固 定 部 の 貫 通 孔 と 前 記 目 地 板 と を 貫 通 す る 固 定 手 段  
に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 脚 部 に お け る 透 孔 の 内 径 は １ ３ ｍ ｍ 以 上 ４ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 期 脚 部 に お け る 隣 り 合 う 透 孔 の 間 隔 は ３ ２ ｍ ｍ 以 上 ７ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 フ レ ー ム は 、 前 記 フ レ ー ム の 外 方 か ら 嵌 合 す る 連 結 プ レ ー ト に よ り 長 手 方 向 に 連 結 さ  
れ 、
前 記 フ レ ー ム の 固 定 部 に お け る 複 数 の 貫 通 孔 は 、 １ 個 お き に バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 で  
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あ り 、
前 記 連 結 プ レ ー ト は 、 前 記 フ レ ー ム の 固 定 部 と 当 接 す る 部 分 に 複 数 の 貫 通 孔 を 備 え 、
前 記 連 結 プ レ ー ト の 貫 通 孔 と 前 記 フ レ ー ム の バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 と は 、 タ ッ ピ ン グ  
ビ ス で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 を 用 い る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 で あ っ て 、
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 完 成 予 定 位 置 の 長 手 方 向 に 型 枠 を 設 置 す る 型 枠 設 置 工 程 と 、
前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 用 い る 前 記 残 存 目 地 型 枠 を 組 み 立 て る 残 存 目 地 型 枠 組 立 工 程 と  
、
前 記 型 枠 の 内 方 で あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 す る 所 望 の 位 置 に 、 前 記  
残 存 目 地 型 枠 を 配 設 し て 固 定 す る 残 存 目 地 型 枠 設 置 工 程 と 、
前 記 型 枠 と 前 記 残 存 目 地 型 枠 の フ レ ー ム 側 と で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 打  
設 し た コ ン ク リ ー ト を 前 記 フ レ ー ム の 内 方 と 前 記 目 地 板 と の 間 に 充 填 さ せ る 第 一 コ ン ク リ  
ー ト 打 設 工 程 と 、
前 記 型 枠 と 前 記 残 存 目 地 型 枠 の 目 地 板 側 と で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 第 二  
コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 と 、 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 を 用 い る と 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 に 際 し 、 工 程 が 少 な く 作 業  
効 率 が 向 上 し 、 工 期 が 短 く な る 。 ま た 、 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 を 用 い た コ ン ク リ ー ト 構 造  
物 は 、 十 分 な 強 度 や 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 材 料 の ロ ス や 残 材 処 分 等 が 少  
な く 経 済 性 に も 優 れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の 一 例 を 示 す 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の 目 地 板 と フ レ ー ム と の 固 定 箇 所 及 び フ レ ー ム と フ レ ー ム  
と の 連 結 箇 所 の 一 例 を 示 す 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の 目 地 板 と フ レ ー ム と の 固 定 箇 所 及 び フ レ ー ム と フ レ ー ム  
と の 連 結 箇 所 の 一 例 を 示 す 拡 大 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の 目 地 板 と フ レ ー ム と の 固 定 箇 所 の 一 例 を 示 す 拡 大 平 面 図  
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の Ａ － Ａ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の Ｂ － Ｂ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 の Ｃ － Ｃ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 を 用 い た コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 途 中 の 一 例 を 示 す 斜  
視 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 Ｌ 型 ア ン グ ル に 鉄 筋 を 固 定 し て 目 地 板 を 支 え る 場 合 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る  
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 例 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 尚 、 本 発 明 は 、 以 下  
の 形 態 の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 １ は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 し て 埋 設 さ れ る 残 存 目  
地 型 枠 １ で あ る 。 前 記 残 存 目 地 型 枠 １ は 、 目 地 板 ５ と 、 目 地 板 ５ の 縦 方 向 に 配 設 さ れ た 複  
数 の フ レ ー ム ３ と を 備 え る 。 フ レ ー ム ３ は 、 複 数 の 貫 通 孔 ３ １ １ を 有 す る 板 状 の 固 定 部 ３  
１ と 、 固 定 部 ３ １ の 両 端 を 同 方 向 に 屈 曲 さ せ る 脚 部 ３ ３ と 、 を 備 え る 。 脚 部 ３ ３ は 複 数 の  
透 孔 を 備 え る 。 脚 部 ３ ３ の 長 手 方 向 の 端 部 ３ ３ ３ と 目 地 板 ５ と は 当 接 し て い る 。 目 地 板 ５  
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と フ レ ー ム ３ と は 、 固 定 部 ３ １ の 貫 通 孔 ３ ３ １ と 目 地 板 ５ と を 貫 通 す る 固 定 手 段 ７ に よ り  
固 定 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 、 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
目 地 板 ５ は 、 一 般 的 に コ ン ク リ ー ト 擁 壁 等 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 施 工 す る 際 に 使 用 す る  
も の を 使 用 す れ ば よ く 、 一 例 と し て 、 瀝 青 質 繊 維 製 目 地 板 を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
フ レ ー ム ３ は 、 目 地 板 ５ に 固 定 さ せ る こ と に よ り 目 地 板 ５ を 支 持 す る も の で あ る か ら 、 強  
度 を 有 す る 必 要 が あ り 、 金 属 製 と す る こ と が 好 ま し い 。 目 地 板 ５ は 、 伸 縮 す る こ と に よ り  
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の ひ び 割 れ を 防 止 す る こ と か ら 、 目 地 板 に は 小 さ な 間 隙 が あ り 、 そ こ  
か ら 雨 水 が 目 地 板 ５ の 内 部 に 浸 透 す る 。 目 地 板 ５ と 接 触 面 を 有 し た ま ま コ ン ク リ ー ト の 内  
部 に 残 存 す る フ レ ー ム ３ は 、 目 地 板 ５ を 浸 透 し た 雨 水 に 接 触 す る こ と に よ り 錆 び 、 コ ン ク  
リ ー ト を 破 壊 す る 危 険 性 が あ る 。 そ の た め 、 フ レ ー ム ３ は 、 防 錆 対 策 を す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
フ レ ー ム ３ は 、 板 状 の 固 定 部 ３ １ の 両 端 を 同 方 向 に 屈 曲 さ せ る 脚 部 ３ ３ を 備 え 、 脚 部 ３ ３  
の 長 手 方 向 の 端 部 ３ ３ ３ が 目 地 板 ５ と 当 接 し て 目 地 板 ５ を 支 持 し て い る 。 フ レ ー ム ３ が 目  
地 板 ５ と 接 触 し て い る 部 分 は 、 脚 部 ３ ３ の 端 部 ３ ３ ３ の み で あ り 、 目 地 板 ５ と フ レ ー ム ３  
と の 接 触 面 積 は 少 な く 、 フ レ ー ム ３ が 錆 び る リ ス ク は 非 常 に 少 な い 。 そ の た め 、 本 発 明 の  
残 存 目 地 型 枠 １ を 用 い て 施 工 し た コ ン ク リ ー ト 構 造 物 は 、 長 期 に 亘 り 十 分 な 強 度 や 耐 久 性  
を 維 持 す る こ と が で き る （ 図 ６ ） 。 一 方 、 一 般 的 に 使 用 さ れ る Ｌ 型 ア ン グ ル ２ １ （ 鋼 材 ）  
を 用 い て 目 地 板 ５ を 支 持 す る 場 合 、 Ｌ 型 ア ン グ ル ２ １ の 一 つ の 面 の 全 体 が 目 地 板 ５ と 当 接  
す る た め 、 目 地 板 と Ｌ 型 ア ン グ ル ２ １ と の 接 触 面 積 は 多 い 。 Ｌ 型 ア ン グ ル ２ １ は 、 目 地 板  
５ か ら 浸 透 し た 雨 水 に さ ら さ れ る 面 積 が 多 く 、 Ｌ 型 ア ン グ ル ２ １ が 防 錆 加 工 し て あ っ た と  
し て も 錆 び る 危 険 性 は 増 す 。 L 型 ア ン グ ル ２ １ が 錆 び る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物  
の 内 部 で ひ び 割 れ 等 が 生 じ 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 強 度 や 耐 久 性 が 劣 化 す る と い う 問 題 が  
生 じ る （ 図 １ １ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
目 地 板 ５ は 、 フ レ ー ム ３ の 両 方 の 脚 部 ３ ３ と 固 定 部 ３ １ を 貫 通 す る 固 定 手 段 ７ （ ボ ル ト ７  
１ と ナ ッ ト ７ ３ ） と で 支 持 さ れ 、 固 定 手 段 ７ は 両 方 の 脚 部 ３ ３ の 中 央 付 近 に 位 置 す る 。 残  
存 目 地 板 型 枠 １ は 、 固 定 手 段 ７ （ ボ ル ト ７ １ ） と の 端 部 と 固 定 し た 鉄 筋 １ １ ３ で 支 え る の  
で 、 フ レ ー ム ３ の 略 中 央 に 位 置 す る ボ ル ト ７ １ と 鉄 筋 １ ３ は そ れ ぞ れ の 中 心 線 が 重 な り 、  
目 地 板 ５ が 変 位 し に く く 、 十 分 な 強 度 や 耐 久 性 を 維 持 す る こ と が で き る （ 図 ６ 、 ８ ） 。 一  
方 、 Ｌ 型 ア ン グ ル ２ １ に 鉄 筋 １ ３ を 固 定 し て 目 地 板 ５ を 支 え る 場 合 、 目 地 板 ５ を 固 定 す る  
ボ ル ト ７ １ と 鉄 筋 １ ３ と は そ れ ぞ れ の 中 心 線 の 間 に は ズ レ ２ ３ が 生 じ る た め 、 コ ン ク リ ー  
ト を 打 設 し た 際 に 、 目 地 板 ５ が 変 位 す る 危 険 が 生 じ る （ 図 １ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 述 の と お り 、 フ レ ー ム ３ の 板 状 の 固 定 部 ３ １ に は 、 複 数 の 貫 通 孔 ３ １ １ を 備 え さ せ る 。  
目 地 板 ５ と フ レ ー ム ３ と は 、 固 定 部 ３ １ の 貫 通 孔 ３ ３ １ と 目 地 板 ５ と を 貫 通 す る 固 定 手 段  
７ に よ り 固 定 す る 。 固 定 手 段 は ど の よ う な 手 段 を 用 い て も よ く 、 一 例 と し て 、 ボ ル ト ７ １  
を 目 地 板 の 外 方 か ら 貫 通 さ せ て 、 更 に 、 固 定 部 ３ １ の 貫 通 孔 ３ １ １ を 貫 通 さ せ た 後 、 ナ ッ  
ト ７ ３ で 固 定 す る 。 一 例 と し て 、 ボ ル ト ７ １ の ナ ッ ト ７ ３ か ら 突 出 す る 部 分 は 、 異 形 棒 鋼  
等 の 鉄 筋 １ １ ３ を 溶 接 し て 残 存 目 地 板 型 枠 １ を 固 定 す る た め に 使 用 す る （ 図 ６ 、 ８ 、 １ ０  
） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
フ レ ー ム ３ の 固 定 部 ３ １ の 貫 通 孔 ３ １ １ は 、 複 数 備 え さ せ る こ と に よ り 、 目 地 板 ５ を 固 定  
す る 位 置 を 所 望 の 位 置 に す る こ と が で き る 。 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 設 計 や 施 工 状 況 に 合 わ  
せ て フ レ ー ム ３ と 目 地 板 ５ と を 固 定 す る 位 置 を 容 易 に 変 え る こ と が で き る の で 、 作 業 効 率  
が 上 が る 。 一 例 と し て 、 貫 通 孔 ３ １ １ は 等 間 隔 で 備 え さ せ る 。 施 工 方 法 の と こ ろ で 詳 述 す  
る が 、 貫 通 孔 ３ １ １ を 等 間 隔 に 備 え る こ と に よ り 、 フ レ ー ム ３ と 目 地 板 ５ と を 固 定 す る 位  
置 を 容 易 に 決 め る こ と が で き 、 作 業 効 率 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る （ 図 ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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フ レ ー ム ３ の 脚 部 ３ ３ に 備 え る 複 数 の 透 孔 ３ ３ １ は 、 フ レ ー ム ３ の 内 方 、 す な わ ち フ レ ー  
ム ３ と 目 地 板 ５ と で 囲 ま れ た 部 分 に コ ン ク リ ー ト を 充 填 さ せ る た め の も の で あ る 。 コ ン ク  
リ ー ト を 打 設 す る 際 、 通 常 、 固 ま っ て い な い 状 態 の コ ン ク リ ー ト は 、 バ イ ブ レ ー タ ー 等 を  
用 い て 振 動 を 与 え る 。 バ イ ブ レ ー タ ー 等 を 用 い て コ ン ク リ ー ト に 振 動 を 与 え た 際 に 、 フ レ  
ー ム ３ の 脚 部 ３ ３ の 透 孔 ３ ３ １ か ら コ ン ク リ ー ト が フ レ ー ム ３ の 内 側 に 侵 入 す る た め 、 フ  
レ ー ム ３ と 目 地 板 ５ と で 囲 ま れ た 部 分 に 、 コ ン ク リ ー ト が 充 填 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物  
の 十 分 な 強 度 や 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が で き る （ 図 ４ 、 ６ 、 ９ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
透 孔 ３ ３ １ の 内 径 ｘ は 、 小 さ す ぎ る 場 合 は フ レ ー ム ３ の 内 部 に 十 分 コ ン ク リ ー ト が 充 填 さ  
れ な い と い う 問 題 が 生 じ 、 大 き す ぎ る 場 合 は フ レ ー ム の 強 度 が 弱 く な る と い う 問 題 が 生 じ  
る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
隣 り 合 う 透 孔 ３ １ １ の 間 隔 ｙ は 、 広 す ぎ る 場 合 は フ レ ー ム ３ の 内 部 に 十 分 コ ン ク リ ー ト が  
充 填 さ れ な い と い う 問 題 が 生 じ 、 狭 す ぎ る 場 合 は フ レ ー ム の 強 度 が 弱 く な る と い う 問 題 が  
生 じ る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
透 孔 ３ １ １ の 内 径 ｘ と 隣 り 合 う 透 孔 ３ １ １ の 間 隔 ｙ の 適 値 を 知 る た め に 試 験 を 行 っ た 。 試  
験 方 法 は 、 透 孔 ３ １ １ の 内 径 と 隣 り 合 う 透 孔 ３ １ １ の 間 隔 の 異 な る フ レ ー ム ３ を 用 意 し 、  
フ レ ー ム ３ と 合 板 型 枠 で 試 験 体 を 作 成 し 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 バ イ ブ レ ー タ ー で 振 動  
を 加 え た 。 コ ン ク リ ー ト 硬 化 後 、 型 枠 脱 型 を し て フ レ ー ム ３ の 内 部 へ の コ ン ク リ ー ト の 充  
填 状 況 を 目 視 に て 観 察 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 試 験 の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
( 表 １ )
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【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 試 験 結 果 よ り 、 フ レ ー ム ３ の 脚 部 ３ ３ に お け る 透 孔 ３ ３ １ の 内 径 ｘ は 、 一 例 と し て １  
３ ｍ ｍ 以 上 ４ ０ ｍ ｍ 以 下 と し 、 好 ま し く は １ ５ ｍ ｍ 以 上 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 と す る 。 前 記 脚 部 に  
お け る 隣 り 合 う 透 孔 の 間 隔 ｙ は 、 一 例 と し て ３ ２ ｍ ｍ 以 上 ７ ０ ｍ ｍ 以 下 と し 、 好 ま し く は  
３ ５ ｍ ｍ 以 上 ６ ０ ｍ ｍ 以 下 と す る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ フ レ ー ム の 間 隔 ）
目 地 板 ５ は 複 数 の フ レ ー ム ３ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 隣 り 合 う フ レ ー ム ３ の 間 隔 ｚ が 広 す  
ぎ る 場 合 、 目 地 板 ５ は 打 設 す る コ ン ク リ ー ト か ら の 荷 重 に 耐 え ら れ ず 目 地 板 ３ が 破 損 し て  
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し ま う （ 図 ２ ） 。 目 地 板 ５ が 打 設 す る コ ン ク リ ー ト か ら の 荷 重 に 耐 え ら れ る か ど う か を 確  
認 す る た め の 試 験 を 行 っ た 結 果 、 フ レ ー ム ３ に お い て 、 隣 り 合 う フ レ ー ム ３ の 間 隔 ｚ は 、  
一 例 と し て ６ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 と し 、 好 ま し く は ４ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 と す る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
フ レ ー ム ３ は 、 フ レ ー ム ３ の 外 方 か ら 嵌 合 す る 連 結 プ レ ー ト ９ に よ り 長 手 方 向 に 連 結 さ れ  
る 。 連 結 プ レ ー ト ９ の 形 状 は 、 一 例 と し て 、 フ レ ー ム ３ の 外 面 と 当 接 す る 形 状 と し 、 断 面  
形 状 が 略 コ の 字 形 状 で 、 フ レ ー ム ３ の 外 方 か ら 嵌 合 す る 形 状 と す る 。 連 結 す る ２ 本 の フ レ  
ー ム ３ の 長 手 方 向 の 端 部 は 当 接 し て い る 。 連 結 プ レ ー ト ９ は 、 フ レ ー ム ３ の 当 接 部 を ま た  
ぐ よ う に 外 方 か ら 嵌 合 し 、 ２ 本 の フ レ ー ム ３ と 連 結 プ レ ー ト ９ は 固 定 さ れ る （ 図 ４ 、 ５ ）  
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
連 結 プ レ ー ト ９ と フ レ ー ム ３ と を 容 易 に 固 定 す る た め 、 フ レ ー ム ３ の 固 定 部 ３ １ に お け る  
複 数 の 貫 通 孔 ３ １ １ は 、 １ 個 お き に バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 ３ １ ３ と す る 。 そ し て 、 連  
結 プ レ ー ト ９ は 、 フ レ ー ム ３ の 固 定 部 ３ １ と 当 接 す る 部 分 に 複 数 の 貫 通 孔 ９ １ を 備 え る 。  
連 結 プ レ ー ト ９ は 、 連 結 プ レ ー ト ９ の 貫 通 孔 ９ １ と フ レ ー ム ３ の バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通  
孔 ３ １ ３ と が 重 な る よ う に 嵌 合 さ せ 、 タ ッ ピ ン グ ビ ス ９ ３ で 固 定 さ れ る 。 フ レ ー ム ３ の 固  
定 部 ３ １ の 貫 通 孔 ３ １ １ を 、 バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 ３ １ ３ と す る こ と に よ り 、 連 結 フ  
レ ー ム ９ の 外 方 か ら タ ッ ピ ン グ ビ ス ９ ３ を 締 め 付 け る だ け で 連 結 フ レ ー ム ９ と フ レ ー ム ３  
と を 固 定 す る こ と が で き 、 作 業 効 率 が 上 が る 。 そ し て 、 フ レ ー ム ３ の 固 定 部 ３ １ の 貫 通 孔  
３ １ １ を 、 １ 個 置 き に バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 ３ １ ３ と す る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト  
構 造 物 の 設 計 や 施 工 状 況 に 合 わ せ て フ レ ー ム ３ を ど の 位 置 で 切 断 し た 場 合 で あ っ て も 、 連  
結 フ レ ー ム ９ を 用 い て フ レ ー ム ３ を 連 結 す る こ と が で き 、 作 業 効 率 を 更 に 向 上 さ せ る こ と  
が で き る （ 図 ４ 、 ５ 、 ７ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 例 と し て 、 連 結 フ レ ー ム ９ の 貫 通 孔 ９ １ は 、 フ レ ー ム ３ の 固 定 部 ３ １ の バ ー リ ン グ 加 工  
し た 貫 通 孔 ３ １ ３ と 同 じ 位 置 だ け で な く 、 全 て の 貫 通 孔 ３ １ １ と 同 じ 位 置 に も 備 え さ せ る  
。 フ レ ー ム ３ の バ ー リ ン グ 加 工 し て い な い 貫 通 孔 ３ １ １ と 同 じ 位 置 に も 備 え る こ と に よ り  
、 フ レ ー ム ３ の 貫 通 孔 ３ １ ３ を 塞 ぐ こ と な く 、 フ レ ー ム ３ の 内 方 に コ ン ク リ ー ト が 充 填 す  
る こ と を 妨 げ ず 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 十 分 な 強 度 や 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が で き る （ 図  
５ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
一 例 と し て 、 連 結 プ レ ー ト ９ は 、 そ の 内 面 が フ レ ー ム ３ の 脚 部 ３ ３ と 接 す る 部 分 を 備 え さ  
せ る 。 連 結 プ レ ー ト ９ に お い て 、 脚 部 ３ ３ と 接 す る 部 分 の 端 部 ９ ５ は 、 脚 部 ３ ３ の 透 孔 ３  
３ １ を 塞 ぐ こ と の な い よ う に 、 凹 部 ９ ７ を 備 え さ せ る の が 好 ま し い 。 連 結 プ レ ー ト ９ の 端  
部 ３ ３ が 、 脚 部 ３ ３ の 透 孔 ３ ３ １ を 塞 ぐ こ と な く 、 フ レ ー ム ３ の 内 方 に コ ン ク リ ー ト が 充  
填 す る こ と を 妨 げ ず 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 十 分 な 強 度 や 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が で き る  
（ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 1 を 用 い た コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 １ を 用 い る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 は 、
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 完 成 予 定 位 置 の 長 手 方 向 に 型 枠 １ ７ を 設 置 す る 型 枠 設 置 工 程 と 、
前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 用 い る 残 存 目 地 型 枠 １ を 組 み 立 て る 残 存 目 地 型 枠 組 立 工 程 と 、
型 枠 １ ７ の 内 方 で あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 す る 所 望 の 位 置 に 、 残 存  
目 地 型 枠 １ を 配 設 し て 固 定 す る 残 存 目 地 型 枠 設 置 工 程 と 、
型 枠 １ ７ と 残 存 目 地 型 枠 １ の フ レ ー ム ３ の 側 と 、 で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト １ ５ を 打  
設 し 、 打 設 し た コ ン ク リ ー ト １ ５ を 前 記 フ レ ー ム ３ の 内 方 と 前 記 目 地 板 ５ と の 間 に 充 填 さ  
せ る 第 一 コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 と 、
前 記 型 枠 １ ７ と 前 記 残 存 目 地 型 枠 １ の 目 地 板 ５ の 側 と で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト １ ５  
を 打 設 す る 第 二 コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 と 、 を 備 え る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
型 枠 設 置 工 程 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 完 成 予 定 位 置 の 長 手 方 向 に 型 枠 １ ７ を 設 置 す る 工  
程 で あ る 。 使 用 す る 型 枠 １ ７ は 通 常 使 用 さ れ る 型 枠 を 使 用 す れ ば よ く 、 型 枠 １ ７ の 設 置 方  
法 も 一 般 的 な 方 法 で 行 え ば よ い 。 通 常 は 、 目 地 板 ５ を 設 け る 箇 所 に は コ ン ク リ ー ト 構 造 物  
の 長 手 方 向 を 横 断 す る よ う に 型 枠 を 設 置 す る が 、 本 発 明 に お い て は 、 長 手 方 向 を 横 断 す る  
型 枠 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
残 存 目 地 型 枠 組 立 工 程 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 用 い る 残 存 目 地 型 枠 １ を 組 み 立 て る 工 程  
で あ る 。 目 地 板 ５ は 、 一 例 と し て 、 瀝 青 質 繊 維 製 目 地 板 を 用 い る 。 目 地 板 ５ は 、 所 望 の 大  
き さ や 形 状 に 切 断 し 、 フ レ ー ム ３ を 固 定 す る た め の 固 定 手 段 ７ を 貫 通 さ せ る 穴 ５ １ を 設 け  
る （ 図 ８ ） 。 一 例 と し て 、 フ レ ー ム ３ と 目 地 板 ５ と を 複 数 個 所 で 固 定 す る 場 合 、 目 地 板 ５  
に は 複 数 の 穴 ５ １ を 設 け る 。 フ レ ー ム ３ は 、 固 定 部 ３ １ に 設 け ら れ た 複 数 の 貫 通 孔 ３ １ １  
の 間 隔 が 等 し い も の を 使 用 す る こ と に よ り 、 目 地 板 ５ に 穴 ５ １ を 設 け る の が 容 易 に な る 。  
例 え ば 、 貫 通 孔 ３ １ １ が ３ ０ ｍ ｍ 間 隔 で 設 け ら れ て い れ ば 、 目 地 板 ５ に 設 け る 穴 ５ １ の 間  
隔 は ３ ０ ｍ ｍ の 倍 数 で あ れ ば よ く 、 目 地 板 ５ を 切 断 し た 場 合 な ど で も 、 容 易 に 穴 ５ １ を 設  
け る 箇 所 を 決 め る こ と が で き る （ 図 １ ， ２ ， ４ ， ５ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
フ レ ー ム ３ は 、 必 ず 目 地 板 ５ の 端 部 に 備 え る 。 目 地 板 ５ の 中 央 部 は 、 隣 り 合 う フ レ ー ム ３  
の 間 隔 ｚ は 、 一 例 と し て ６ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ４ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 に す る 。 そ の た め 、  
穴 ５ １ は 、 目 地 板 ５ の 端 部 付 近 に 設 け 、 横 方 向 の 間 隔 が 、 一 例 と し て ６ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好  
ま し く は ４ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 に な る よ う に 設 け る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
フ レ ー ム ３ は 、 切 断 し 、 又 は 長 手 方 向 に 連 結 し て 所 望 の 長 さ に す る 。 フ レ ー ム ３ を 長 手 方  
向 に 連 結 す る 方 法 は 、 ２ 本 の フ レ ー ム ３ の 長 手 方 向 の 端 部 を 当 接 さ せ 、 連 結 プ レ ー ト ９ を  
フ レ ー ム ３ の 当 接 部 を ま た ぐ よ う に 外 方 か ら 嵌 合 さ せ る 。 連 結 プ レ ー ト ９ の 貫 通 孔 ９ １ と  
、 そ れ ぞ れ の フ レ ー ム ３ の バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔 ３ １ ３ の 位 置 を 合 わ せ 、 連 結 プ レ ー  
ト ９ の 外 方 か ら タ ッ ピ ン グ ビ ス ９ ３ を 締 め 付 け る こ と よ り 、 連 結 プ レ ー ト と そ れ ぞ れ の フ  
レ ー ム ３ を 固 定 す る （ 図 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ６ 、 ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
所 望 の 大 き さ 又 は 形 状 に 切 断 さ れ た 目 地 板 ５ と 、 所 望 の 大 き さ に 切 断 又 は 連 結 さ れ た フ レ  
ー ム ３ と 、 を 固 定 す る 。 フ レ ー ム ３ は 、 脚 部 ３ ３ の 長 手 方 向 の 端 部 ３ ３ ３ を 目 地 板 ５ に 当  
接 さ せ る 。 そ の 際 、 目 地 板 ５ に 設 け た 穴 ５ １ が 脚 部 ３ ３ の 両 方 の 端 部 ３ ３ ３ の 間 に く る よ  
う に す る こ と に よ り 、 目 地 板 ５ に 設 け た 穴 ５ １ と フ レ ー ム ３ の 貫 通 孔 ３ １ の 位 置 を 容 易 に  
合 わ せ る こ と が で き る 。 そ の 後 、 フ レ ー ム ３ と 目 地 板 ５ と を 、 固 定 部 ３ １ の 貫 通 孔 ３ １ １  
と 目 地 板 ５ と を 貫 通 す る 固 定 手 段 ７ に よ り 固 定 す る 。 一 例 と し て 、 ボ ル ト ７ １ を 目 地 板 ５  
の 外 方 か ら 穴 ５ １ 貫 通 さ せ て 、 更 に 、 固 定 部 ３ １ の 貫 通 孔 ３ １ １ を 貫 通 さ せ た 後 、 ナ ッ ト  
７ ３ で 固 定 す る （ 図 ３ 、 ６ 、 ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 の 残 存 目 地 型 枠 １ は 、 工 程 が 少 な く 、 簡 単 に 組 み 立 て る こ と が で き る た め 、 工 期 を  
短 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 通 常 の 施 工 の 場 合 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断  
す る よ う に 型 枠 を 組 む た め 、 手 間 が か か り 、 材 料 の ロ ス や 残 材 処 分 等 が 発 生 す る が 、 本 発  
明 の 残 存 目 地 型 枠 1 を 用 い た コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 は 、 材 料 ロ ス が ほ と ん ど 発 生  
し な い の で 経 済 性 に も 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
残 存 目 地 型 枠 設 置 工 程 は 、 型 枠 １ ７ の 内 方 で あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横  
断 す る 所 望 の 位 置 に 、 前 記 残 存 目 地 型 枠 １ を 配 設 し て 固 定 す る 工 程 で あ る 。 残 存 目 地 型 枠  
組 立 工 程 で 組 み 立 て た 残 存 目 地 型 枠 １ を 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に お い て 目 地 板 ５ を 設 置 す  
べ き 位 置 に 配 設 す る 。 一 例 と し て 、 複 数 の 残 存 目 地 型 枠 １ を 使 用 し 、 隣 り 合 う 目 地 板 ５ の  
縦 方 向 の 端 部 ５ ３ は 当 接 さ せ る 。 残 存 目 地 型 枠 １ に お け る 型 枠 １ ７ 側 の 端 部 は 、 型 枠 １ ７  
に 当 接 さ せ る （ 図 ２ 、 １ ０ ） 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
所 望 の 位 置 に 設 置 し た 残 存 目 地 型 枠 １ は 固 定 し て 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 に 備 え る 。 一 例 と  
し て 、 前 記 残 存 目 地 型 枠 １ の フ レ ー ム ３ と 支 持 部 材 １ １ と を 固 定 し て 残 存 目 地 型 枠 を 固 定  
す る 。 支 持 部 材 １ １ は 、 鉄 筋 １ １ ３ と 基 礎 コ ン ク リ ー ト や 地 面 等 か ら 突 出 し た 支 持 杭 １ １  
５ と を 備 え る 。 鉄 筋 １ １ ３ の 一 端 は 、 支 持 杭 と 固 定 し 、 溶 接 す る 。 鉄 筋 １ １ ３ の 他 端 は 、  
フ レ ー ム ３ の 貫 通 ３ １ １ か ら 突 出 す る ボ ル ト ７ １ の 端 部 と 固 定 し 、 溶 接 す る 。 （ 図 １ 、 ６  
、 １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 一 コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 は 、 ま ず 、 型 枠 １ １ ７ と 残 存 目 地 型 枠 １ の フ レ ー ム ３ の 側 と で  
囲 ま れ る コ ン ク リ ー ト の 打 設 部 分 ａ に コ ン ク リ ー ト １ ５ を 打 設 す る 工 程 で あ る 。 打 設 し た  
コ ン ク リ ー ト １ ５ が 固 ま る 前 に 、 フ レ ー ム ３ の 近 傍 で バ イ ブ レ ー タ ー 等 を 用 い て コ ン ク リ  
ー ト １ ５ を 振 動 さ せ 、 フ レ ー ム ３ の 内 方 と 目 地 板 ５ と の 間 に 、 コ ン ク リ ― ト １ ５ を 充 填 さ  
せ る （ 図 １ ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
第 二 コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 は 、 前 記 型 枠 １ ７ と 前 記 残 存 目 地 型 枠 １ の 目 地 板 ５ の 側 と で 囲  
ま れ る コ ン ク リ ー ト の 打 設 部 分 ｂ に コ ン ク リ ー ト １ ５ を 打 設 す る 工 程 で あ る 。 第 二 コ ン ク  
リ ー ト 打 設 工 程 は 、 第 一 コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 で 打 設 し た コ ン ク リ ー ト １ ５ が 固 ま る の を  
待 つ こ と な く 行 う こ と が で き る た め 、 工 期 の 短 縮 が 可 能 と な る （ 図 １ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 場 合 、 １ 回 に 打 設 で き る コ ン ク リ ー ト の 高 さ は ５ ０ ｃ ｍ 以 下 に す  
る の が 好 ま し い た め 、 複 数 回 に 分 け て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る の が 一 般 的 で あ る 。 本 発 明  
の 残 存 目 地 型 枠 １ を 用 い る 場 合 、 １ 層 目 （ コ ン ク リ ー ト 打 設 部 分 ａ 、 ｂ ） を 打 設 し 、 コ ン  
ク リ ― ト が 固 ま っ た 後 に 、 型 枠 １ １ ７ と 残 存 目 地 型 枠 １ の フ レ ー ム ３ の 側 と で 囲 ま れ る コ  
ン ク リ ー ト の 打 設 部 分 ｃ に コ ン ク リ ー ト １ ５ を 打 設 し 、 フ レ ー ム ３ の 近 傍 で バ イ ブ レ ー タ  
ー 等 を 用 い て コ ン ク リ ー ト １ ５ を 振 動 さ せ 、 フ レ ー ム ３ の 内 方 と 目 地 板 ５ と の 間 に コ ン ク  
リ ― ト １ ５ を 充 填 さ せ る 。 そ の 後 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 部 分 ｃ の コ ン ク リ ー ト １ ５ が 固 ま る  
の を 待 つ こ と な く 、 型 枠 １ ７ と 残 存 目 地 型 枠 １ の 目 地 板 ５ の 側 と で 囲 ま れ る コ ン ク リ ー ト  
の 打 設 部 分 ｄ に コ ン ク リ ー ト １ ５ を 打 設 す る こ と が で き 、 工 期 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で  
き る （ 図 １ ） 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
１   残 存 目 地 型 枠
３   フ レ ー ム
３ １   固 定 部
３ １ １   貫 通 孔
３ １ ３   バ ー リ ン グ 加 工 し た 貫 通 孔
３ ３   脚 部
３ ３ １   透 孔
３ ３ ３   端 部
５   目 地 板
５ １   穴
５ ３   端 部
７   固 定 手 段
７ １   ボ ル ト
７ ３   ナ ッ ト
９   連 結 プ レ ー ト
９ １   貫 通 孔
９ ３   タ ッ ピ ン グ ビ ス
９ ５   端 部
９ ７   凹 部
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１ １   支 持 部 材
１ １ ３   鉄 筋
１ １ ５   支 持 杭
１ ５   コ ン ク リ ー ト
１ ７   型 枠
２ １   Ｌ 型 ア ン グ ル
２ ３   ズ レ
ａ   コ ン ク リ ー ト の 打 設 部 分
ｂ   コ ン ク リ ー ト の 打 設 部 分
ｃ   コ ン ク リ ー ト の 打 設 部 分
ｄ   コ ン ク リ ー ト の 打 設 部 分
ｘ   内 径
ｙ   間 隔
ｚ   間 隔
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



10

20

30

40

50

JP 2022-51593 A 2022.4.1(13)

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】



10

20

30

40

50

JP 2022-51593 A 2022.4.1(14)

【 図 １ １ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 2 年 1 1 月 4 日 ( 2 0 2 0 . 1 1 . 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 し て 埋 設 さ れ る 残 存 目 地 型 枠 で あ っ て 、
前 記 残 存 目 地 型 枠 は 、 目 地 板 と 、 前 記 目 地 板 の 縦 方 向 に 配 設 さ れ た 複 数 の フ レ ー ム と を 備  
え 、
前 記 フ レ ー ム は 、 複 数 の 貫 通 孔 を 有 す る 板 状 の 固 定 部 と 、 前 記 固 定 部 の 両 端 を 同 方 向 に 屈  
曲 さ せ る 脚 部 と 、 を 備 え 、
前 記 脚 部 は 複 数 の 透 孔 を 備 え 、
前 記 脚 部 の 長 手 方 向 の 端 部 と 前 記 目 地 板 と は 当 接 し 、
前 記 目 地 板 と 前 記 フ レ ー ム と は 、 前 記 固 定 部 の 貫 通 孔 と 前 記 目 地 板 と を 貫 通 す る 固 定 手 段  
に よ り 固 定 さ れ て い る
残 存 目 地 型 枠 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か 1 項 に 記 載 の 残 存 目 地 型 枠 を 用 い る コ ン ク リ ー ト 構 造  
物 の 施 工 方 法 で あ っ て 、
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 完 成 予 定 位 置 の 長 手 方 向 に 型 枠 を 設 置 す る 型 枠 設 置 工 程 と 、
前 記 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に 用 い る 前 記 残 存 目 地 型 枠 を 組 み 立 て る 残 存 目 地 型 枠 組 立 工 程 と  
、
前 記 型 枠 の 内 方 で あ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 長 手 方 向 を 横 断 す る 所 望 の 位 置 に 、 前 記  
残 存 目 地 型 枠 を 配 設 し て 固 定 す る 残 存 目 地 型 枠 設 置 工 程 と 、
前 記 型 枠 と 前 記 残 存 目 地 型 枠 の フ レ ー ム 側 と で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し 、 打  
設 し た コ ン ク リ ー ト を 前 記 フ レ ー ム の 内 方 と 前 記 目 地 板 と の 間 に 充 填 さ せ る 第 一 コ ン ク リ  
ー ト 打 設 工 程 と 、
前 記 型 枠 と 前 記 残 存 目 地 型 枠 の 目 地 板 側 と で 囲 ま れ る 部 分 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 第 二  
コ ン ク リ ー ト 打 設 工 程 と 、
を 備 え る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 施 工 方 法 。
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